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30 年度版宗教年鑑』によると、日本におけるキリスト教信者数は約 192 万人である。宗教と言葉に関









言語社会化理論は 1980年代にアメリカの文化人類学者 Ochs と Schieffelin により提唱された理論で
ある（Schieffelin & Ochs,1986）。言語社会化とは社会への新参者（子ども、第二言語の学習者、新入社
員など）が、言語活動を通して社会・文化的規範を習得すると共に、それに基づいた適切な言語行動
を獲得する過程を指す。Ochs（1990）は言語社会化には 2 つの側面があると述べた。1 つは「言語使
用への社会化(socialization to use language)」であり、適切な場面で適切な言語使用を選択できる能力を
獲得するプロセスのことである。例えば、場面に応じて適切な敬語を選択できるようになるといった
ことがゴールとして設定される。もう 1 つはと「言語使用を通しての社会化(socialization through the 
use of language)」であり、言語使用を通して社会規範、価値、言語イデオロギー等を獲得するプロセ
様式６ 



















































 聖書研究会は毎月第 3 日曜の午後に開催されている会であり、10 代から 40 代の教会の青年会のメ
ンバーが参加している。基本的には午前に行われる礼拝2の説教3に関連する聖書の箇所について、牧
師が作成したプリントを元に、参加者たちで話し合い信仰を深める場として設定されている。ただし、
11 月 17 日の聖書研究会では礼拝の説教に関連する箇所とは別の聖書の箇所について話し合いがもた
れた。以下、表 1 に聖書研究会参加者の概要を、表 2 に録画した会話データの概要をまとめる。 
  
名前(仮) 年齢 職業 性別 出身 受洗期 備考 
A 48 歳 牧師 男 日本 10 歳 クリスチャンホーム4 
B 38 歳 公務員 女 日本 21 歳 非クリスチャンホーム 
C 29 歳 会社員 男 日本 7 歳 クリスチャンホーム 
D 24 歳 大学生 女 日本 13 歳 クリスチャンホーム 
E 21 歳 大学生 女 日本 10 歳 クリスチャンホーム 
F 20 歳 大学生 女 日本 10 歳 クリスチャンホーム 
G 20 歳 大学生 男 日本 10 歳 クリスチャンホーム 
H 20 歳 大学生 男 韓国 15 歳 クリスチャンホーム 
（表 1：参加者概要） 
 
録画日時 録画時間 参加人数 聖書箇所 
2019/7/21 1:30:24 7 名（A,C,D,E,F,G,H） マタイの福音書 10:24～33 
2019/8/18 2:02:20 5 名（A,B,D,F,H） マタイの福音書 11:1～19 





教との関わりについて更に探るため、インタビュー調査を行った。9 月から 10 月にかけて牧師と聖書
研究会参加者へ半構造化インタビューを行った。以下表 3 にインタビュー調査の概要をまとめる。 
 
日時 録音時間 被調査者 主な質問項目 
                                                   
1 調査方法については研究計画から一部を変更した。 
2 礼拝は毎週日曜日に行われている。 
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2019/9/26 1:11:32 F（参加者） ・F と神様の関係性はどのようなものか 
・F にとって礼拝の時間はどのような意味を持つのか 












今回は、収集した約 4 時間 20 分のデータの中で、分析対象として、特に連鎖的な発言が活発であ





(1) 神の存在を感じる言葉  
 データ 1  2019/7/21 録画 57:03～57:56  
（（「神の怒り」に関する見解の相違が起こった後の会話）） 
1 H： 俺は怒る時はもちろんは k（  ）-怒られる時はもちろん(.)反抗するけど神様に 
2 C： ゜うん゜  
3 (0.5) 
4 H： なんでやねんって(0.5)でもそれが過ぎてみたら俺のため(.)だったんですよね(4.0) 
5    で：えっと：神様：に(.)本当に怒られる(.)ってなっ t-なる瞬間って 
6    俺救いを(.)救いから離れる(1.0)だと俺の中には思ってまして(1.0) 
7    神様の枝に(1.5)゜＞まあ俺の感覚でしかないんだけど＜゜＝ 
8 D： [゜いいと思いますよ゜] 
9 C： [゜うん゜      ] うん 
10 H： ゜えっと゜神様の枝についている限りその(0.8)゜えっと゜おこり6(1.0)として表現される 
11    もの全ては愛だったということ(0.5)を毎回そのおこりが(0.5)おこりだと思っていた 
12    s-s-いたそのその瞬間が過ぎてから感じましたので 
13 C： ゜うん゜ 
14 (1.0) 
15 H： その(1.5)そう(.)なり(0.4)ます(0.4)ました俺の時(0.4)は(.)俺の場合はね 
 
                                                   
5 プリントに記載された設問の数は、7/21 と 8/18 の回は 2 問。11/17 の回は 8 問。 
6 「おこり」という発言は、前後の文脈から「怒り」の意味で発話されていると推測される。 
様式６ 
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1 行目で H は「神様が怒る」という表現を用いて、神からの働きかけを言語化している。そして
続けて、神に怒られた時に自身は「反抗する」と、神からの働きかけに対して反応することも示し
ている。更に、H は 4 行目で「神様が怒るのは自分のため」、10～11 行目で「怒りとして表現されて
いるものは愛である」とし、神の行動と目的・意思との区別しその関連性を述べている。 








 データ 2 2019/7/21 録画 52:32～53:38 
（（直前の部分で「神様をおそれる時はどんな時か」というテーマに基づき、自らの認識を語ってい
る）） 
1 D： でなんかすごい：そっから派生して(.)勝手に気になったことなんだけど(0.8) 
2    すごい神様は：めっちゃ一番自分にとって(.)身近な存在で(.)二十四時間どこにいても 
3    自分がどんな状況でも話しかけられるのってイエ s－神様だけだと思うけど(0.5) 
4    そんな一番身近な存在に対して(.)お祈りって絶対敬語で(1.5)敬語だなって＝ 
5 H： ＝でも俺めっちゃタメ語だ[よ  ＝] 
6 G：             [うん＝] 
7 ?： ＝hh 
8 D： んー(.)でだから一人でお祈りしてる時は：そんなに(.) 
9    えこうなんだけどどうしようみたい[なことやるけ][ど]＝ 
10 H：     [hhh    ] 
11 E：            [hh] 
12 D： ＝今日はどうにかしてくださいって最後にさ 
13   ちゃんとやっぱ敬語つくん[だよ最後に] 
14 H：            [でも確かに]そりゃそうだよね(.) 
15            [うんそう(0.8)                 ] ん： 
16 D：          [((B の方を見て))最後に敬語[つくの        ] 
17 C：                      [（  ）ください] 
18 D： だから：゜もう゜全部委ねます(.)みたいななん[か   ] 
19 H：                     [たまに ]してよって言う゜けど゜ 
20 D： [hh  ] 
21 E： [hh  ] 
22 C： [（ ）] 
23 D： でもお願いしますってその後に言わない？ （（H の方を見ながら）） 
24  (2.0) 
25 C： そうとは限らん 
26 H： ゜ん：゜まあ御名によってお祈りいたしますはやる(0.5) 
様式６ 
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27     [（ ）]決まり文句ってなっちゃったから俺の中で 
28 D：   [（ ）] 
29    ＞でも＜それつけるじゃん(.)とりあえず一回敬語挟むじゃん(0.2)だからなんか 
30 H： ゜うん゜ 
31 D： ((目線を斜め下に移して))＞あでも＜やっぱ：そういう：：敬語使われる対象になるんだな 
32    って思って 
 
まず D は 1～3 行目で「神は身近な存在である」という認識を示している。そしてその後 4 行目で
D は神へ敬語を使用していることに触れ、ことば使いに関する言及、すなわちメタ言語に関する言
及が行われている。しかし、それに対して H は 5 行目で、「自身は神へ敬語を使用していない」と述
べ、D の主張への反論を行っている。反論に対し D は、8 行目で自身もタメ語を使用すると述べつ
つも、12 行目で「全文で敬語は用いなくても、部分的には敬語を使用する」と述べ、必ず神へ敬語
を使用すると、再度主張を行っている。19 行目で H は再びタメ語を使用すると反論するものの、D
は 23 行目でも継続して、必ず神へ敬語使用を行うと主張する。そして 26～27 行目で H は、神へ敬














 データ 1 から、宗教モラリティの社会化ついて考察したい。 










                                                   
7 牧師の言葉を直接引用で記載しているため、斜体。 
様式６ 








 データ 2 に見られる会話の特徴から、聖書研究会における宗教アイデンティティの社会化について
考察したい。 
データ 2 に見られる特徴として、聖書研究会参加者が会話において自らのスタンスを明確に述べて
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。 下降調のイントネーション ？ 上昇調のイントネーション 





の「:」は約 0.1 秒を示す。 
- 音が途切れている箇所を示す。 下線 強調されている部分 




(0.2) 0.2 秒から数えた沈黙の長さ 
(.) 0.2 秒以下、非常に短い間合 (( )) 筆記者のコメントや参与者の非言語
行動などを二重丸括弧の中に入れる 
( ) 不可能または不確実な部分を囲む   
   
 
